学習管理システムの組織的な利活用のための教員の意識調査 by 江木 啓訓 et al.
国立大学法人電気通信大学 / The University of Electro-Communications
学習管理システムの組織的な利活用のための教員の
意識調査












Vol. 40, Suppl.(2016) 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
2016年4月4日受理 
† Hironori Egi*1, Kazumasa Hayashi*2 and Takahiko 
Tsujisawa*2 :  A study on the intention of the faculty to 
utilize Learning Management System at a university 
*1 Graduate School of Informatics and Engineering, The 
University of Electro-Communications 1-5-1 Chofugaoka, 
Chofu, Tokyo, 182-8585 Japan 
*2 Information Media Center, Tokyo University of 
Agriculture and Technology 2-24-16 Nakacho, Koganei, 
Tokyo, 184-8588 Japan 
学習管理システムの組織的な利活用のための教員の意識調査† 







































































 表 1 に，常勤の専任教員で LMS を利用した記録の
ある教員の割合を示す．所属学部・研究科の情報が現
在運用しているDBに記録されている，2010年度以降

















 まず，主な授業形態に関する回答結果を表 2 に示す

































学部A 51.4% 46.3% 49.4% 59.9%
学部B 37.2% 38.2% 41.8% 58.8%
大学院C 44.6% 42.4% 50.0% 58.6%
大学院D 44.6% 39.3% 47.6% 62.2%
大学院E 38.6% 40.0% 43.3% 77.8%









板書中心の授業形態  70 42.9%
スライドを使用した授業形態 117 71.8%
発表やグループワークを 
中心とした授業形態  19 11.7%
その他  17 10.4%
(無回答)   3 1.8%
  








現在は利用していない  8 4.9%
利用したことがない 72 44.2%
聞いたことがない  3 1.8%

























































書中心」がある 27 38 * p<.05
利用上の課題に「操




 8  1 * p<.05
利用したい機能は












資料の公開」がある 23 37 + p<.10
利用したい機能に「成
績の集計」がある  9  4 + p<.10
利用したい機能に「学
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